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7. おわりに
　キュウリは、トマト、ナス、ピーマンなどとともに、家庭菜園では最も人気
の高い種類である。その理由は、播種から収穫までの栽培期間が果菜類の中
では最も短いこと、収穫した果実をそのまま食べられる気軽さ、栽培が比較
的手軽であることなどであろう。それゆえ、今後一層家庭菜園での栽培が広
がり、キュウリ苗等の生産が増産されることが予想される。しかし、ここで
ホームセンター等の園芸コーナーで販売されている苗の状態について、二、
三の苦言を呈したい。第一に、販売時期があまりにも定植適期より早いこと
である。その地域の果菜類の定植適期は、「晩霜」の恐れが無くなった頃で
ある。関東近辺では4月下旬～5月上旬が適期とされるが、実際に苗が登場
するのは4月上旬である。これでは、購入する側が勘違いして、早めに植え
付け、結果として霜にやられてしまう傾向が多いのである。次に、苗の大き
さである。これも植えつけ適期よりやや小ぶりのものが多い。この辺も初
心者の知識・技術を考えるなら、もう少し大きめの苗を販売することを望む
ものである。日本の家庭菜園人口を一層増やし、安定したものにするために
は、技術・知識の普及、指導者の養成などの課題も多いが、一方で、苗を生産供
給する側の一層の努力をも要求したい。両方の問題が解決されたとき、日本
の家庭菜園も更に一段高い段階に入るに違いない。
参考文献
青葉　高（1988） キュウリ＝植物としての特性　p3-21　野菜園芸大百科第1巻
（キュウリ）　農山漁村文化協会
藤枝國光（1982） キュウリ　p92-107　蔬菜園芸　文永堂
藤井健雄（1972） 第1章　キュウリ　p1-35　蔬菜園芸学各論　養賢堂
藤田　智（2007） 野菜作りは人間の原点　p2-4　市民農園ライフ　日経BP
香川芳子（2007） 五訂増補　食品成分表2008　女子栄養大学出版部
新村　出（1998） 広辞苑第5版　岩波書店
